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福富 憲司 :2001年4月 1
梅田 恵子 :2001年 11月1
佐藤 慎祐 :2001年 11月1
鈴木 益磨 :2001年 11月1
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大平(落合)知美 :2001年 11月 12日～2002年3月31日
ⅤⅠ 共同利用研究






















































(平成 11年度～13年度 :渡連邦夫 ･室山泰之




















(平成 13年度～15年度 :松沢哲郎 ･友永雅己









(平成 13年度～15年度 :三上章允 ･上野吉一









利用研究実行委員会 (上原盛男 ･川本 芳 ･中村克樹 ･上
野吉-)との合同会議において採択原案を作成し,協誠




課題 応 募 採 択
計画 1 5ー件 (7名) 4件
2 6件 (9名) 6件
3 4件 (5名) 3件
4 0件 (o名) o件
5 7件 (10冬)7件
6 6件 (9名) 6件
7 10件 (14名)9件



















中村 伸 ･清水慶子 ･松林晴明 ･景山 節 ･藤本浩二
2.野生ニホンザル地域個体群の管理手法
平成 13年9月29日～30日
渡過邦夫 ･後藤俊二 ･室山泰之 ･杉浦秀樹
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3.オランウータンの現状と研究の進め方















































































よび系統樹解析を行った｡ (結果 ) (1)すべての種でヒ
トの塩基多様性 (0.016% ;世界 中の 53個体のデータに
基づく)を上回 っていた｡(2)オ ランウー タンが明砿な
2グル ープ に分 かれ, またスマ トラタイプの グル ープが
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